
  

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
５
月
２９
日

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
と
の
共
催
で
、
「
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
平
和
と
民
主
主
義
を
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
５８
人(

大
阪

平
和
委
員
会
会
場
１８
人
、
オ
ン
ラ
イ

ン
４０
人)

の
参
加
で
開
催
。
上
羽
事
務

局
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
山
本
陽

子
・
新
副
会
長
が
２
０
１
５
年
夏
休

み
に
教
職
員
団
体
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

訪
問
し
た
際
に
と
っ
た
小
学
校
の
授

業
や
黄
金
に
か
が
や
く
仏
教
寺
院
な

ど
の
写
真
を
紹
介
し
た
あ
と
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
ク
ー
デ
タ
―
と
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
報
告
し
ま

し
た
。
山
本
さ
ん
は
、
ま
ず
ミ
ャ
ン

マ
ー
と
日
本
と
の
歴
史
的
な
か
か
わ

り
に
つ
い
て
報
告
。 

◇
戦
前
日
本
の
ビ
ル
マ
支
配
の
な

か
で
警
察(

憲
兵
隊)

や
相
互
監
視
・

密
告
社
会(

隣
組)

と
い
う
負
の
遺
産

が
残
さ
れ
た
。 

◇
１
９
４
８
年
英
国
か
ら
独
立
。

１
９
８
８
年
大
き
な
規
模
の
民
主
化

運
動
、
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
ＬⅮ

）

結
成
、
ク
ー
デ
タ
ー
。
１
９
９
０
年

総
選
挙
で
Ｎ
ＬⅮ

圧
勝
。
２
０
１
２

年
補
欠
選
挙
で
Ｎ
ＬⅮ

圧
勝
。
２
０

１
４
年
議
長
国
に
。 

◇
予
想
外
の
ク
ー
デ
タ
―
と
市
民 

       

  

  

の
抗
議
―
２
０
２
１
年
２
月
１
日
国

軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
。
２
月
７
日

数
万
人
の
集
会
。
３
月
２７
日(

国
軍
記

念
日)

国
軍
が
抗
議
を
続
け
る
市
民

１
１
４
人
を
殺
害
。
４
月
２４
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
が
「
暴
力
の
即
時

中
止
」
を
要
求
。 

◇
日
本
政
府
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
―
日

本
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
最
大
の 

援
助
国
。
２
０
１
８
年
ま
で
に
政
府

開
発
援
助
で
１
兆
１
３
６
８
億
円
の

有
償
資
金
協
力
資
金(

Ｏ
Ｄ
Ａ)

。
政

府
は
国
軍
の
大
規
模
な
弾
圧
に
懸
念

を
表
明
。 

山
本
さ
ん
は
、
最
後
に
い
ま
日
本

か
ら
出
来
る
こ
と
と
し
て
次
の
点
を

あ
げ
ま
し
た
。 

◇
ミ
ャ
ン
マ
ー
市
民
が
生
き
延
び

る
た
め
の
緊
急
支
援 

◇
日
本
か
ら

国
軍
に
流
れ
て
い
る
資
金
を
止
め
る

こ
と
◇
国
軍
と
関
係
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
を

中
止
す
る
こ
と
◇
国
軍
と
の
防
衛
協

力
の
中
止(

国
軍
留
学
生
６
人
が
防

衛
大
学
校
で
研
修
中)

◇
国
内
に
在

留
中
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
在
留
期
間

の
延
長(

日
本
政
府
は
当
面
６
カ
月

延
長
し
た)

 

次
に
、
在
阪
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

小
川
モ
モ
ウ
さ
ん
が
ク
ー
デ
タ
ー
時

の
凄
惨
な
写
真
な
ど
を
示
す
と
と
も

に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
市
民
へ
の
支
援
を

要
請
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
西
野
敏

恵
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
事
務
局
次
長
が
ミ

ャ
ン
マ
ー
支
援
学
習
会
Ⅱ
開
催
（
６

月
２７
日
）
の
予
告
と
閉
会
の
挨
拶
を

行
い
、
山
本
さ
ん
か
ら
モ
モ
ウ
さ
ん

に
４
万
円
の
カ
ン
パ
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た(

上
の
写
真)

。 

  

◇
考
え
ら
れ
た
企
画
、
内
容
、
あ
っ

と
い
う
間
の
学
習
会
で
し
た
。
「
若
者

が
武
装
し
た
軍
隊
に
素
手
で
立
ち
向
か

う
ー
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

そ
れ
は
長
年
の
軍
政
の
も
と
で
の
民
主

主
義
へ
の
渇
望
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

今
日
の
学
習
会
で
、
日
本
で
平
和
憲

法
を
守
り
抜
く
大
事
さ
と
と
も
に
、
憲

法
を
堅
持
し
た
外
交
が
ア
ジ
ア
・
世
界

平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。 

◇
今
朝
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
企
画
は
良
か

っ
た
で
す
ね
。
モ
モ
ウ
さ
ん
！
家
族
の

こ
と
を
思
え
ば
勇
気
あ
る
活
動
で
す
。

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
！
山
本
陽
子

さ
ん
、
日
本
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い

て
の
説
明
が
明
解
で
し
た
。 

    

          
 

     

 

  

憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー
は
６
月

９
日
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま
で
淀
屋
橋

で
１０
名
以
上
の
参
加
で
６
月
の
「
９
の

日
宣
伝
」
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
参
加
者
は
道
行

く
人
に
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
改
憲
発
議

に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署
名(

三
つ
折

り)

」
に
「
い
の
ち
最
優
先
の
政
治
に
転

換
を
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
」
「
基
地
反
対

運
動
を
弾
圧
す
る
『
土
地
利
用
規
制
法

案
』
を
許
す
な
」
「
改
憲
手
続
法(

国
民

投
票
改
定
案)

は
廃
案
に
」
と
呼
び
か
け

る
チ
ラ
シ
を
挟
み
込
ん
で
手
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
、
宣
伝
カ
ー
の
前
に
６
人
の

弁
士
が
立
ち
マ
イ
ク
を
通
し
て
訴
え
ま

し
た
。 

民
医
連
の
釘
宮
事
務
局
長
は
、「
菅

政
権
と
維
新
府
政
の
無
為
無
策
の
た

め
、
医
療
危
機
が
広
が
り
続
け
て
い

る
」、
自
由
法
曹
団
の
愛
須
弁
護
士
と

上
羽
事
務
局
長
は
、「
米
軍
や
自
衛
隊

な
ど
『
重
要
施
設
』
の
周
囲
１
キ
ロ

を
『
注
視
区
域
』
に
指
定
し
、
土
地
・

建
物
の
所
有
者
や
賃
借
人
な
ど
を
監

視
す
る
『
土
地
利
用
規
制
法
案
』
は

徹
底
審
議
で
廃
案
に
追
い
込
も
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
上
羽
事
務
局
長
は

ま
た
、「
大
阪
に
は
八
尾
駐
屯
地
、
信

太
山
駐
屯
地
・
演
習
場
の
３
施
設
が

あ
り
、
八
尾
駐
屯
地
は
八
尾
、
大
阪
、

松
原
、
藤
井
寺
、
柏
原
の
計
５
市
、

信
太
山
駐
屯
地
は
高
石
、
和
泉
大
津
、

岸
和
田
、
堺
市
の
計
４
市
の
住
民
が

こ
の
法
案
の
対
象
と
な
る
。
こ
ん
な

と
ん
で
も
な
い
法
案
は
廃
案
に
追
い

込
も
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

憲
法
会
議
の
三
宅
事
務
局
長
は
、

行
動
後
「
い
つ
も
よ
り
チ
ラ
シ
を
た

く
さ
ん
受
け
取
っ
て
も
ら
え
た
」
と

の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
６
月
１５
日

正
午
か
ら
１
時
前
ま
で
近
鉄
上
本
町

駅
前
で
沖
縄
連
帯
行
動
を
１１
人
の
参

加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
の
仲
間
９
人
と

大
阪
の
う
た
ご
え
協
議
会
の
仲
間
２

人
の
計
１１
人
が
、
道
行
く
人
た
ち
に

「
沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
―
遺

骨
が
眠
る
土
砂
を
使
う
な
」
と
訴
え

る
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
「
戦
没
者

の
遺
骨
が
埋
ま
っ
た
土
砂
を
辺
野
古

新
基
地
建
設
埋
立
に
投
入
し
な
い
で

く
だ
さ
い
署
名
」
を
１０
筆
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
と
う
た
ご
え
協
議

会
の
立
川
孝
信
さ
ん
が
、
マ
イ
ク
を

通
し
て
「
菅
政
権
は
沖
縄
戦
の
犠
牲

者
の
遺
骨
が
今
も
多
数
残
る
土
砂
を

重
機
で
掘
り
出
し
、
米
国
の
た
め
の

基
地
建
設
に
投
入
し
、
美
し
い
海
を

破
棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

「
な
ん
で
日
本
は
沖
縄
を
い
じ
め

続
け
る
の
や
」
と
言
っ
て
通
り
す
ぎ

て
い
っ
た
お
じ
さ
ん
の
姿
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。 

  

      

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
平
和
と
民
主
主
義
を
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９
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６
月
６
日
、
日
本
平
和
委
員
会
全

国
大
会
が
午
前
１０
時
～
午
後
５
時
ま

で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
は
２５
人
の
仲
間
が
参
加
し

ま
し
た
。 

岸
松
江
・
代
表
理
事
の
開
会
挨
拶

の
後
、
千
坂
純
事
務
局
長
が
「
総
括

と
方
針
」
、
岩
月
康
範
事
務
局
次
長

が
「
決
算
と
予
算
」
の
提
案
。
そ
の

後
、
昼
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
２
時
間

１０
分
か
け
て
全
体
討
論
（
発
言
時
間

１
人
５
分
）
。 

大
阪
か
ら
は
片
方
真
佐
子
・
日
本

女
性
委
員
会
代
表
と
上
羽
事
務
局
長

の
二
人
が
発
言
。 

片
方
代
表
は
全
国
都
道
府
県
組
織

の
役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
の
一

覧
表
を
示
し
て
、
大
阪
は
２
番
目
に 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
は
次
の
よ
う
に
発

言
し
ま
し
た
。 

―
全
国
的
な
組
織
的
後
退
の
要
因

の
ひ
と
つ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
団

塊
の
世
代
が
終
活
を
は
じ
め
て
い
て

平
和
委
員
会
も
そ
の
リ
ス
ト
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
終
活
の
対
象
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
会
員
、
読
者

の
「
平
和
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
求
に
こ
た
え
る
組
織
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。 

大
阪
は
、
会
員
、
紙
誌
読
者
の
３

部
門
と
も
増
勢
で
大
会
を
む
か
え
る

こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
要
因
は
、
次
の
点
だ
と
考
え

る
。 コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
情
勢
が
求

眼 

  め
る
課
題
を
敏
感
に
と
ら
え
た
学
習

会
や
行
事
を
単
独
で
や
ら
ず
他
の
団

体
と
一
緒
に
実
施
。 

昨
年
末
７０
人
以
上
が
参
加
し
た
学

術
会
議
任
命
拒
否
問
題
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
会
を
開
催
し
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

作
成
し
広
め
た
。
３
月
７
日
３
０
０

名
が
参
加
し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
実

施
。
５
月
２９
日
に
５５
名
が
参
加
し
た

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
平
和
と
民
主
主
義

を
」
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
を
実
施
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
で
会
員
を

４
人
増
や
し
た
― 

午
後
の
分
科
会
は
５
つ
に
分
か
れ

て
の
実
施
と
な
っ
た
。 

   〖西
晃
会
長
】 

基
地
問
題
、
中
国
問
題
、
台
湾
問

題
、
安
保
、
自
衛
隊
基
地
、
地
域
運

動
を
議
論
す
る
分
科
会
で
し
た
。
末

浪
靖
司
さ
ん
、
平
山
武
久
さ
ん
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
偶
然
こ
こ
に
入
っ
た

ん
で
す
が
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。 

【
中
村
玉
枝
副
理
事
長
】 

全
国
大
会
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

大
阪
が
元
気
で
、
何
か
と
貢
献
出
来

た
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
会
長
や

理
事
長
、
事
務
局
長
た
ち
の
尽
力
も

ふ
く
め
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推

進
す
る
絶
大
な
る
効
果
だ
と
思
い
ま

す
。 

【
集
団
視
聴
し
た
東
住
吉
】 

〇
植
田
晃
子
東
住
吉
会
長
…
皆
さ
ん
、

大
会
参
加
お
疲
れ
様
で
し
た
。
や
っ
ぱ

り
み
ん
な
頑
張
っ
て
ま
す
ね
。
元
気
の 

で
る
大
会
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
お
か

げ
？
で
し
ょ
う
か
？
平
和
委
員
会
の
大

切
さ
、
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
。(

会
場
貸
与
の)

浅
野
さ
ん
に
は

大
変
又
々
お
世
話
に
な
り
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
若
い
力
が
必
要
で
す
。
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。 

○
山
本
の
り
子
副
会
長
…
後
半
少
し

の
参
加
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
る
全
国
の
活
動
に
元
気
を
貰
い
ま

し
た
。(

東
住
吉
視
聴
参
加
者
の)

皆

さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
交
流
し
な
が
ら
見

れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

〇
黒
田
安
彦
事
務
局
長
…
全
国
の
仲

間
と
情
勢
・
課
題
・
取
り
組
み
な
ど

共
有
で
き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
。
何

よ
り
も
千
坂
事
務
局
長
の
力
強
い
報

告
が
良
か
っ
た
。 

・
川
田
さ
ん
の
「
平
和
委
員
会
の
役

割
」(

写
真
左)

良
か
っ
た
が
、
２０
分

位
の
特
別
報
告
に
し
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
。 

・
分
科
会
で
の
山
本
さ
ん
の
徳
島
で

の
「
土
地
利
用
法
」
阻
止
の
取
り
組

み
良
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
全
国
で
い

ち
早
く
基
礎
組
織
の
平
和
委
員
会
が

取
り
組
ん
だ
例
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
励
ま
し
評
価
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。 

         

 

【
吉
田
一
江
事
務
局
次
長
】 
 

石
川
康
宏
代
表
理
事
が
閉
会
の
挨
拶

で
話
さ
れ
た
「
押
し
付
け
で
な
く
、
一

緒
に
学
び
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
に
一

緒
に
参
加
、
女
性
が
た
く
さ
ん
参
加
す

る
と
運
動
の
質
が
変
わ
る
。
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
衆
議
院
選
挙
で
勝
利
し
、

平
和
な
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

は
と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。 

    

大
阪
原
水
協
は
、
６
月
９
日
正
午

よ
り
近
鉄
上
本
町
駅
前
で
６
月
の 

「
６
・
９
行
動
」
を
１３
人
の
参
加
で

実
施
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
「
３
密
」

を
避
け
署
名
集
め
に
は
力
点
を
置
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
「
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
が
５
筆

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
動
に
は
い
つ
も
通
り
大
阪

平
和
委
員
会
か
ら
も
多
数
参
加
し
、

署
名
集
め
、
チ
ラ
シ
渡
し
を
行
い
ま

し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
す
が
、
６
月

３０
日
か
ら
府
内
行
進
が
始
ま
り
ま
す
。

元
気
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。 

 

        今月のことば「直接的関わりの尊さ」 

コロナ禍にもみこまれながら見失っているものがありはしな

いか？それは、人や動物や物との手触りや温もりや匂いをともな

う直接的関わりの尊さである。「社会的距離」やリモート交信の

間接性は、あくまで感染予防のためなのであり、人間同士の交流

としては最悪の方法と言わなくてはならない。 

「コロナ時代のパンセ」―戦争法からパンデミックまでの７年間
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【７ 月 行 事 案 内】 

1 日(木) 国民平和大行進二日目 河内長野～松原 
4 日(日) 母親大会 伊藤千尋氏講演 13：00 クレオ大阪中央
7日(水) 国民平和大行進兵庫県引継ぎ 12：20 川西市役所
    「核兵器禁止条約日本政府も署名・批准を」新聞意

見広告記載 
9 日(金) 憲法会議「９の日」宣伝 17：00 淀屋橋 

11 日(日）青年協総会／沖縄県那覇市議選挙投開票日 
15 日(木）沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅前 
21 日(水）憲法会議幹事会 18：30 エル大阪南館 72 号室 
24 日(土) 天王寺戦争展 10：30 大阪市社会福祉センター 
31 日(土）憲法会議総会 13：30 グリーン会館大ホール  

「
６
・
９
行
動
」
に
貢
献 

 

大
会
参
加
感
想
文
紹
介 

オ
ン
ラ
イ
ン
全
国
大
会
で
大
阪
大
活
躍 


